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地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和31年　法律第162号)

　第26条第１項の規定に基づき、令和6年度に川西町教育委員会が実施した教育に関する事務
の管理及び執行状況の点検及び評価の結果について報告します。

令和 8年 2月 19 日

川西町教育委員会

教育長　橋　本　宗　和

《地方教育行政の組織及び運営に関する法律条文(抜粋)》

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第26条　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第1項の規定により教育長に
　委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第4項の規定により事務局職員
　等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を
　行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなけれ
　ばならない。
２　教育委員会は、前項の点検評価を行うに当たっては、教育に関し、学識経験を有する者
　の知見の活用を図るものとする。
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令和６年度事務事業評価対象事業

教育総務課

番 号 事 業 名

教総　6-1　号 人権学習（川西小学校）

判定及び事業の方向性 Ｂ　さらに重点化する

教総　6-2　号 要保護・準要保護児童生徒就学援助費及び特別支援教育就学奨励費

判定及び事業の方向性 Ａ　現状のまま継続する

教総　6-3　号 能楽体験活動(川西小学校)

判定及び事業の方向性 A　現状のまま継続する

教総　6-4　号 子どもと親の心の相談員配置事業(川西小学校)

判定及び事業の方向性 Ａ　見直しのうえ継続する

教総　6-5　号 特別支援教育支援員配置事業(川西小学校)

判定及び事業の方向性 Ａ　さらに重点化する

教総　6-6　号 学校地域パートナーシップ事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　さらに重点化する

教総　6-7　号 小学校少人数学級編制町費講師加配事業

判定及び事業の方向性 Ａ　さらに重点化する

教総　6-8　号 特別支援教育支援員配置事業（川西幼稚園）

判定及び事業の方向性 Ａ　現状のまま継続する

教総　6-9　号 小学校新入学児童制服等支給事業

判定及び事業の方向性 Ａ　見直しのうえ継続する
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1 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 6 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 人権学習（川西小学校） 施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 人権教育の充実 係 名

事業の目的

　差別を正しく認識し、身のまわりの不合理・矛盾を正していく力をつける。
　障害を正しく理解し、合理的配慮ができる児童の育成をめざす。

事業の内容

　川西小学校で人権学習を実施する。
　学期ごとに実施する「なかま集会」や毎月の「人権を確かめ合う日」の取組において、
「いじめ」について考える・平和について考える・多文化共生の豊かさを認め合う・障害
を正しく理解する、などのねらいをもって実施する。人権作文の発表会等を行う。

事業の対象 川西小学校児童

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 10 10 40 

内一般財源 （千円） 10 10 40 

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 10 10 40 

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

川西小 （人） 388 388 374

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　年３回「なかま集会」では、７月に外部講師を招聘しレジリエンスを、12月は６年生が修
学旅行で学んだ反戦・平和について、２月には教員の寸劇を交えて多文化共生につい
て全校児童で考えた。また、毎月11日の人権を確かめ合う日には人権をテーマとした
絵本の読み聞かせを行った。
学びをその時だけのものにせず、年間を通していろいろな場面で教員から児童に問い
かける取り組みを重ねることで、人権意識を育んでいった。

学識経験者
意 見

　人権文化が花開き優しさに満ちた川西小学校を築くには、人権教育は不可欠であ
る。なかま集会や人権を確かめ合う日の活動以外にも、学年や学級で日常的に行われ
る実践や教職員の研修のための予算を、今後も発展的に継続してもらいたい（予算増
額等）。
　また、就学前・小学校・中学校の系統だった教育内容の創造を、教育委員会から各
園・各学校に呼びかけてもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　子どもたちが取り組んだり入り込みやすいテーマ・内容を考えて導入することを意識し
て事業を継続させていきたい。また、横のみならず縦の連携も取りながら事業を進める
ことで、自校園だけでなく、連続した幅広の政策を進めるようにしていきたい。

施策等への
反 映 方 針

　今を生きる子どもに合った学習や指導を行うとともに、多岐にわたる人権課題を他人
事ではなく自分事として学んでいけるよう、それぞれの学校の中で全体を見通した指導
を行っていく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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2 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 6 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名
要保護・準要保護児童・生徒就学援助費
及び特別支援教育就学奨励費 施 設 名

総合計画の政策目標名 援護策の推進 係 名

事業の目的

　要保護、準要保護、特別支援教育の対象となる児童が、容易に就学できるよう一定の
基準により経済的援護を行う。

事業の内容

　就学に必要となる学用品費、通学用品費、校外活動費、修学旅行費及び学校給食
費等を一定の基準により各学期末に支給する。
　平成２９年度より、修学旅行費の全額支給、新入生への新入学児童学用品費の入学
前（3月）支給、平成30年度からは、受給者の利便性・プライバシー配慮と事務負担の
軽減のため、口座振込により支給している。

事業の対象 川西小学校に在籍する児童の保護者

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 4,001 3,826 5,326

内一般財源 （千円） 3,725 3,495 4,838

内補助金等 （千円） 276 331 488

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 4,001 3,826 5,326

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

援助費及び奨励費支給

就学援助費 (人・千円) 要 0 名 0 要 2 名 10 要 0 名 30 

準 35 名 3,449 準 30 名 3,154 準 37 名 4,349 

就学奨励費 (人・千円) 特別 14 名 552 特別 16 名 662 特別 13 名 947 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　就学援助費及び就学奨励費については、文教部門における「セーフティーネット」の
一翼を担うものであり、今後も国庫補助事業及び町単独事業として継続するべきもので
あると考える。令和元年度、生活保護基準の見直しにあわせ、就学援助の認定基準を
見直し他市町村並みに範囲を拡充した。また、令和３年度からはオンライン通信費にも
支給を実施している。随時発生する生活保護基準や支給基準額の見直しにも対応し、
滞りない援助を継続する。

学識経験者
意 見

　子どもの貧困が叫ばれて数年が経過した。貧困であるがゆえ、児童の学びに遅延が
生じることはあってはならない。それゆえ、この事業の充実は児童一人ひとりの育ちと学
びの根幹に関わるものである。今後も漏れ落ちのないよう、きめ細かくこの事業を展開し
てもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　経済や家庭状況によって、子どもの学びが止められることのないよう、また保護者も安
心して子どもに学びを提供できるよう、安定した事業を継続していく。

施策等への
反 映 方 針

　制度改正に柔軟に対応し、必要に応じて適切な支給事務を続けるよう実施していく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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3 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 6 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 能楽体験活動（川西小学校） 施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 文化財を守り伝える 係 名

事業の目的

　実際に能楽を体験することで、本町の伝統芸能である能を身近に感じ、能や川西町
を大切にする気持ちを養い、個性豊かな文化の創造に努める児童を育成する。

事業の内容

　観世流の能の先生から指導を受ける。
　４年生全員が「能」の謡、仕舞、小鼓、太鼓をそれぞれ体験し、各役割別に分かれて
能「玄象」を演じる。また、最後に授業参観や６年生を送る会等で発表する。
　４年生「能に親しもう」(２学期・３学期)　「能」体験学習(総合学習)

事業の対象 川西小学校4年生

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 800 600 600

内一般財源 （千円） 800 600 600

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 800 600 600

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

川西小4年生 (人) 70 68 71

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　町の伝統芸能である「能」について、第4学年で体験学習を行っている。能楽師の先
生を講師に招き、地域の伝統文化への理解や関心を深め、地域の一員としての意識の
醸成を図っている。

学識経験者
意 見

　特色ある学校づくりとして、大切にしてもらいたい事業である。
　先般、世阿弥の能楽論「風姿花伝」がユネスコの「世界の記憶」の登録申請案件とさ
れたことを、観世流のふるさとである川西町としても好機と捉えて、取組をおこなってもら
いたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　能の体験学習を通して能への理解を深めるとともに、日常生活では触れる機会が少
ない地域文化を知り、良い部分を発信していくことができる人材の育成に向けて取り組
んでいく。

施策等への
反 映 方 針

　学校で自身の住む地域の伝統文化への理解を深めることは大切であり、継続していく
ことは重要である。事業が途切れないよう、今後も引き続き取り組んでいく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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4 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 6 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 子どもと親の心の相談員配置事業（川西小学校） 施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 生きる力を育む教育の推進 係 名

事業の目的

　いじめ・不登校等の早期発見・早期対応や未然防止のため相談員を配置し、生きる
力を育む教育の推進を行う。

事業の内容

　不登校等の早期発見・早期対応や未然防止を図るため、小学校に「子どもと親の心の
相談員」を配置し、支援や調査研究を行う。相談員は、家庭訪問・登校支援・学習支
援・心の相談・保護者に対するサポート等を行う。
　川西町の単独事業で行っている。

事業の対象 小学校児童とその保護者に対し、相談員１名の活動

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 1,812 2,724 2,859

内一般財源 （千円） 1,812 2,724 2,859

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 1,812 2,724 2,859

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

配置相談員 (人） 小学校 1 小学校 1 小学校 1 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

11



Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　教室に入りにくい児童や不登校の児童について、置かれている状況を丁寧に把握
し、児童や保護者の思いに寄り添いながら支援を行っている。まずは、児童に登校を促
すとともに、保護者や学級担任と連携しながら学校になじむ環境づくりを進めている。ま
た、月1回の進路保障委員会に出席し、それぞれの子どもの様子や支援方針を検討
し、共通理解を図っている。いじめ問題についても、早期発見・未然防止を図っていくと
ともに、いじめ防止基本方針にのっとり適切に指導する。

学識経験者
意 見

　不登校や、登校しても教室に入れない児童が増加傾向にある中で、児童や保護者に
寄り添える相談員の存在は意義深い。不登校の原因も多岐にわたっている現状があ
り、よりきめ細かい児童の実態把握と支援体制の確立に努めてもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　不登校支援の需要は年々増加しており、相談員の果たす役割も一層重要になってき
ている。今後も児童や保護者の声にじっくり耳を傾け、その思いに寄り添いながら、きめ
細やかな支援を行える体制をさらに充実させていく。

施策等への
反 映 方 針

　多様化するニーズに対応するため、学級担任や関係機関との連携を密にしながら
個々の状況に応じたきめ細やかな支援をより一層進めていく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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5 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 6 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 特別支援教育支援員配置事業（川西小学校） 施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 生きる力を育む教育の推進 係 名

事業の目的

　障害のある児童の自立や社会参加に向けた、主体的な取組を支援するという視点に
立ち、児童の一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上
の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う。

事業の内容

　軽度発達障害等の児童への支援　・　通常学級での支援児童への補助を川西町の
単独事業で行っている。

事業の対象 生活上や学習指導上の支援を必要とする川西小学校の児童

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 4,610 5,804 9,531

内一般財源 （千円） 4,610 5,804 9,531

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 4,610 5,804 9,531

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

支援員 （人） 8 8 8

特別支援学級児童数 （人） 26 32 36

通級指導教室 （人） 15 24 26

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　発達障害に対する支援を中心に、いわゆるグレーゾーンと言われる児童へも、個々に
応じた支援を行うことで成果があがっている。通級指導教室（令和2年～）では、学習面
や生活面における困難の改善、克服に向け一人ひとりの状況に応じたきめ細やかな指
導を行っており、子どもたちにとって安心して学べる場となっている。支援を必要とする
児童は今後も増加が見込まれることから、引き続き特別支援教育の充実を図る必要が
ある。

学識経験者
意 見

　支援を必要とする児童の個性を伸ばし自己実現と将来的な社会参加を叶えるうえで、
なくてはならない事業である。多様性が重視される教育活動を実現させるうえでも、教
育委員会として支援員の配置に今までどおり前向きに取り組んでもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　支援を必要とする児童の増加、支援内容の多様化の中、児童一人ひとりの状況に応
じたきめ細やかな支援を行える体制づくりを継続して行っていく必要がある。

施策等への
反 映 方 針

　支援を必要とする児童が、学習面や生活面でどのような困難を抱え、どのような支援
を必要としているのかを丁寧に汲み取りながら、一人ひとりの持てる力を十分に発揮し
高めていけるよう引き続き支援の充実に取り組んでいく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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6 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 6 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 学校地域パートナーシップ事業 施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 生涯学習の推進(地域連携) 係 名

事業の目的

　地域と共にある学校づくり「連携・協力」から「参画・協働」のもと、学校運営に保護者・
地域が「参画」し、教職員・保護者・地域住民が「協働」して、子どもたちの課題解決を図
ることを目的とする。「地域教育力」を向上させる。

事業の内容

　・　学校登下校見守り活動（社会教育）
　・　学校ボランティアの活用
　・　地域歴史グループによる、校区探検学習による現地講師
　・　行政職員の協力による、様々な体験活動（防災訓練、子ども議会）
　・　放課後子ども学習会の開講

事業の対象 川西小学校1年～6年

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 354 444 741

内一般財源 （千円） 118 148 247

内補助金等 （千円） 236 296 494

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 354 444 741

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

全校生 （人） 388 388 374

学習会参加児童 (人） - -

申込　　４１ 申込　32 申込　14

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　地域人材の活用を推進し引き続き多くの住民のご支援いただき、各種事業を継続実
施することができた。園芸美化活動や図書館活動といった取組は順調に継続できてい
る一方で、放課後子ども学習会については、対象学年を絞って実施した結果、参加児
童数が減少する形となった。次年度は、コミュニティ・スクールの本格的な始動を見据
え、これらの地域連携活動を一層戦略的に重点化し取り組んでいく。

学識経験者
意 見

　地域住民の学校教育活動への参画は、地域と学校の距離を縮め地域の人たちが川
西小学校や児童を「自分たちの学校、自分たちの子どもたち」と意識する要因となる。
活動員の高齢化や担い手不足といった課題を克服し、地域で子どもを育てるような形を
維持できるよう、教育委員会の支援をお願いしたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　活動支援員・サポーターの方々が活動しやすくなる行政支援や、人的課題の解決に
向けた人材発掘・育成は重要であると考える。コーディネーターも含め、子どもたちが自
分が住む地域を更に知ることで、地域を活性化させていくことを意識して事業を進めて
いく。

施策等への
反 映 方 針

　地域と学校の距離を縮め、地域に開かれた学校を作るべく、多様な地域人材・活動を
通じて地域と学校が深いつながりを持つよう意識する。
　コミュニティ・スクールの本格始動により、地域と学校の関わり方をより明確に示すとと
もに、目指すべき教育・子ども像の実現に向けて地域との協働関係を強化していく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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7 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 6 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名
小学校少人数学級編制
町費講師加配事業

施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 生きる力を育む教育の推進 係 名

事業の目的

　県教育委員会が定めた、公立小・中学校の学級編制基準並びに教職員定数の配当
基準とは別に少人数によるきめ細かな教育を行うため、川西小学校において実施する
少人数学級編制について、町費講師を配置し子どもたちの確かな学力や円滑な学校
生活の定着を図る。

事業の内容

　川西小学校低学年（1,2年）の1学級の人数が30人を超える場合や、その他特別事情
のある学年等について、予算の範囲内で町費講師を配置する。
 平成28年度より、副担任制度を試行的に導入した。

事業の対象 川西小学校低学年（１，２年）

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 5,112 7,529 7,251

内一般財源 （千円） 5,112 7,529 7,251

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 5,112 7,529 7,251

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

町費講師 (人）

副担任 (人） 2 2 2

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

17



Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　発達障害等により学習面や生活面で困難を抱える児童、家庭生活のしんどさからくる
荒れ、自尊感情の低さから学習意欲が低下していると思われる児童が多くなる中で、授
業や生活面において特別に支援を行い、きめ細やかな対応ができる教育環境を整備
するため、昨年度に引き続き１年生において副担任制度を実施し、複数の目で指導す
ることができた。

学識経験者
意 見

　少人数学級編成は、生活面・学習面ともに児童にきめ細やかな教育や支援を提供す
ることができる。また、教職員の過剰な負担を軽減することによって質の高い教育活動
を実現し、児童の自信や自尊感情の育成につながることも期待できる。今後もこの事業
は発展的に継続してもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

  きめ細やかな指導を通して、一人ひとりの児童が自信と意欲を持ち学習に取り組んで
いけるよう、引き続き低学年における学びの体制を充実させていく。

施策等への
反 映 方 針

　個々の児童に寄り添った最適な学びを実現できるよう指導体制の維持に継続して取り
組んでいく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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8 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 6 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 特別支援教育支援員配置事業（川西幼稚園） 施 設 名 川西幼稚園

総合計画の政策目標名 生きる力を育む教育の推進 係 名

事業の目的

　障害のある園児の自立や社会参加に向けた、主体的な取組を支援するという視点に
立ち、子どもの持てる力を高め、生活や体験上の困難を克服するため園内での適切な
指導及び必要な支援を行う。

事業の内容

　軽度発達障害等の園児への支援、保育室内での支援児への補助。

事業の対象 生活上や学習指導上の支援を必要とする園児

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 6,034 8,497 7,873

内一般財源 （千円） 6,034 8,497 7,873

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 6,034 8,497 7,873

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

特別支援教育支援員 (人） 3 5 4

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　学習面や生活面で支援を必要とする児童が増加の傾向にあり、さまざまな困難の改
善や克服に向け、一人ひとりの状況に応じたきめ細やかな指導や支援を行うことで成果
があがっている。引き続き、特別支援教育の充実とともに、子どもたちを支援していく必
要がある。

学識経験者
意 見

　インクルーシブな保育現場の創造が提案されて数年になる。発達しょうがいを抱える
園児など、多様な園児を受け入れることができる保育が求められている。この事業は、
発達しょうがいを抱える園児に、きめ細やかな保育や支援を提供するうえでなくてはなら
ないものである。今後もこの事業を継続してもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　支援を必要とする児童の増加、支援内容の多様化の中、児童一人ひとりの状況に応
じたきめ細やかな支援を行える体制づくりを継続して行っていく必要がある。

施策等への
反 映 方 針

　何らかの支援を必要とする児童の日常生活における困難を軽減し、児童が持てる力
を十分に発揮し、さらに伸ばしていくことができるよう、個々にあった適切な支援を継続
して行っていく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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9 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 6 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名
小学校新入学児童制服等購入
費助成事業

施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 援護策の推進 係 名

事業の目的

　川西町立小学校(二階堂小学校委託児童を含む)へ新入学する児童の保護者に対
し、入学時もしくは在学中一度に限り制服等購入費を助成することにより、児童の保護
者の負担軽減を図る。

事業の内容

　川西小学校並びに二階堂小学校に新たに入学する児童の保護者に対し制服購入費
を助成する。

事業の対象 新小学１年

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 909 890 1,200 

内一般財源 （千円） 909 890 1,200 

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 909 890 1,200 

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

川西小学校 （人） 58 51 60

二階堂小学校 （人） 2 0 0

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

増加 横ばい 減少 かなり減少

十分寄与する 概ね寄与する 余り寄与していない 出来ていない

十分出来ている 出来ている 余り出来ていない 出来ていない

十分出来ている 出来ている 余り出来ていない 出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　就学を迎える児童の制服は、保護者がほぼ必ず用意するものであり、入学時もしくは
在学中一度に限り制服購入費を助成する本事業は、経済的負担を軽減する上で大きく
寄与するものと考えている。
　あわせて、地場産業である貝釦を身に付けることは、保護者を含め地域をよく知り、地
域への愛着を高める効果が期待できる。

学識経験者
意 見

　この事業は、保護者の経済的負担を軽減するうえでぜひ継続をお願いしたい。そして
一歩進んで、要保護家庭と準要保護家庭に限り、中学校入学時と高等学校入学時の
制服購入費用の助成を実施してはどうか。そのための予算の獲得に尽力してもらいた
い。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　本町独自の取組であり、今後も有効に助成制度を利用いただけるよう継続して事業を
実施していく。

施策等への
反 映 方 針

　引き続き保護者の経済的負担の軽減と子育て支援の充実に取り組んでいく。
　中学校・高等学校入学者を対象とした支援制度拡充については、他の支援制度を踏
まえながら適宜検討する。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了

22



令和６年度事務事業評価対象事業

社会教育課

番 号 事 業 名

教社　6-1　号 子ども会連合会活動支援事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　6-2　号 文化協会支援事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　6-3　号 高齢者教室

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　6-4　号 青少年健全育成事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　6-5　号 人権教育推進市町村事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　6-6　号 芸術文化振興事業

判定及び事業の方向性 A　現状のまま継続する

教社　6-7　号 川西文化祭

判定及び事業の方向性 A　現状のまま継続する

教社　6-8　号 文化財保存事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　6-9　号 島の山古墳史跡公園化事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　6-10　号 二十歳のつどい

判定及び事業の方向性 C　見直しのうえ継続する

教社　6-11　号 子育て支援事業（家庭教育学級）

判定及び事業の方向性 A　現状のまま継続する

教社　6-12　号 成人講座事業

判定及び事業の方向性 C　見直しのうえ検討する
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1 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 子ども会連合会活動支援事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 教育の充実と青少年の健全育成 係 名 生涯学習係

事業の目的

　各自治会等の子ども会の集まりである、子ども会連合会の事業を支援する。

事業の内容

　各自治会等で結成されている子ども会の連合体である子ども会連合会の活動を、支
援する。予算的な措置としては、子ども会連合会への補助金の支出である。他に、子ど
も会連合会行事(フリスビードッジボール大会、合同クリスマス会)の準備・進行、支部長
会の開催、安全会関連の事務等を行っている。
　毎年行事として定着してきた事業については、定着してきた反面、少子化の表れ（特
に２～３支部の子ども会加入者減少）見直しが課題。

事業の対象 町内の単位子ども会の連合会組織活動

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 300 300 300

内一般財源 （千円） 300 300 300

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 300 300

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

安全会加入者 （人） 377 342 290

内子ども加入者 （人） 197 184 155

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　川西町子ども会連合会活動として、６月にフリスビードッチとボッチャ種目にてスポー
ツ交流会を行い、８８名の参加。
　１月の合同交流会事業については、町子連支部長（役員）の企画により、「冬のおまつ
り～縁日～」を役員の手作りで行事を行い、２１９名の参加。
　各子ども会単位においても、交流事業、地域清掃活動や廃品回収事業等行われまし
た。

学識経験者
意 見

　子ども会活動を継続していけるかどうかについては、保護者の活動・参加意識によると
ころが大きい。例えば、保護者に対して活動内容のアドバイザーの紹介など取組が必
要と考える。
　小さい子どもには才能や能力がある子が多く、将来のための土台づくりの場になるの
が子ども会。異学年で上下関係を経験する場にもなっている。少子化で参加者数が減
少傾向にあるが、何とか維持してほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　現在、課職員が各子ども会支部の要望に合わせ企画提案やサポートを行っている
が、今後は、地域で活動している住民がアドバイザーとしてかかわれる体制についても
検討していく。

施策等への
反 映 方 針

　各支部役員（支部長）が中心となり、イベントの立案・計画を行い、子ども会会員以外
でも楽しめるイベントつくりを考え、登録者数の増加を進めていく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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2 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 文化協会支援事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 生涯学習の推進 係 名 生涯学習係

事業の目的

　生涯学習を通じて学ぶ喜びと限りない希望を持ち、川西町の文化の発展に努めるとと
もに会員相互の親睦を図る。

事業の内容

　生涯学習推進の一躍を担う文化協会活動に対して、補助金を支出し、運営などにつ
いて支援する。

事業の対象 　町民

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 250 250 250

内一般財源 （千円） 250 250 250

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 250 250 250

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

加入者数 （人） 371 358 354

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　会員の高齢化に伴い、活動団体が減少傾向。しかしながら、積極的に協会員募集の
取組を継続してきたことで、働き世代による団体が増加など一定の効果あり。町民の文
化活動の場として、組織の存在意義が発揮できていると考える。

学識経験者
意 見

　会員・講師とも高齢化が進んでいる課題は避けられない。
　文化協会に所属していなくても文化活動を行っている方はたくさんいる。そういう人に
対しても積極的に捉えて支援していく姿勢を示してほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

ニーズのある内容を調査し体験教室などを開催し会員獲得のための事業を行ってい
く。

施策等への
反 映 方 針

文化協会クラブ活動補助の活用や、新規の文化教室を実施し、新たなニーズの把握を
行いながら文化協会の活性化につなげていく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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3 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 高齢者教室 施 設 名

総合計画の政策目標名 多様な学習機会・情報の提供 係 名 生涯学習係

事業の目的

　高齢化が進む現代社会において、自立し社会への進出が容易にできるよう、活動の
場を提供することによって、高齢者相互の交流を深め充実した生活と生きがいを見出す
とともに、健康の増進をはかる。

事業の内容

年間５回開催。講演・社会見学等を行う。（別に１１月に演芸大会も開催）
５月スポーツ体験教室　６月社会見学　７月町民集会　１０月講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２月閉講式（講演会）

事業の対象 一般住民

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 810 744 1,219

内一般財源 （千円） 440 399 529

内受益者負担 （千円） 370 345 690

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 1,139

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

高齢者（延べ数） （人） 263 199 200

教室登録者 （人） 181 169 179

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

令和６年度、年間５回の講演会等を実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５月：ボッチャ体験会　参加者３１名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6月：社会見学　参加者６９名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
７月：町民集会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
10月：講演「フレイル予防と簡単な運動　参加者５２名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２月：講演「いくつからでも始められる、笑顔のレクリエーション」　参加者４７名

学識経験者
意 見

母体となる老人クラブ加入人数の減少が懸念される。
各事業に対して男性の協力体制が少ないように感じる。
引き続き参加人数が増えるように努めてください。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

高齢者教室実行委員会（老人クラブ支部長会）と連携し、より多くの参加があるようニー
ズの把握を行い企画を検討していく。

施策等への
反 映 方 針

　シニアの交流場所として、楽しめる行事として続けていく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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4 号

（千円）

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 青少年健全育成事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 青少年の健全育成 係 名 生涯学習係

事業の目的

　学校・家庭及び地域社会が連携を密にして、青少年を心豊かで人や郷土すべてに思
いやりを持てるように、また自発的に奉仕活動等に参加できる子どもを育成し、活力ある
町づくり・地域社会づくりをめざす。

事業の内容

　１．青少年健全育成事業：地域ぐるみで、子どもたちの安全を見守り、防犯や子どもた
ちの健全育成を図る。
　２．世代間交流活動：子ども囲碁教室生と老人クラブとが対局を通して、子どもと高齢
者とのふれあいの場を提供し、交流を深める。(令和2年度は実施できず)
　３．児童音楽講座：幼・小・中学生を対象に音楽をとおして、年齢差を越えた仲間づく
りをすることで「こころ」のふれあいを図る。

事業の対象 青少年全体

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 1,274 1,182 1,215

内一般財源 （千円） 872 796 792

補助金＋負担金 （千円） 402 386 423

人件費　②

総コスト①＋② 1,274 1,182 1,215

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

講座受講者 （人） 78 52 40

見守り隊登録 （人） 274 246 207

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

今年度から和太鼓が小学生のみの講座となった。中学生以上はクラブ化となった。ま
た、小学生は33回から22回に、毎年行われていた町内の祭り出演、夏フェスの出演は
それに伴い取りやめとなった。
子どもフェスティバルでは、クラブ化した中学生以上の和太鼓チーム「凛」に登場してい
ただいた。
加えて敬老会の慰問等等社会的に意義のある活動も並行して行っている。
　講師の皆様も非常に大きな意欲をもって子どもたちを指導されている。その影響も
あって継続受講も多い。ただし、合唱の減少傾向については注視していきたい。いまま
でも人数については波があったが、これからの状況を注意してみていきたい。
　能楽講座は小学校において夏季集中講座を行い、6年度の夏季は15名の参加があっ
た。シテに人気が偏ってしまい、抽選を行ったが、その結果、希望がかなわなかった2名
は受講辞退、1名は発表に不参加の条件でシテの稽古に参加した。直前に謡での出場
を打診したが、辞退された。結果12名が生國魂神社の舞台に立った。これまで講座受
講生は全員舞台に立っていたが、それが出来なかった子供が3名いた。
　囲碁による世代間交流は、コロナ禍を経て囲碁教室の子供の減少が歯止めがかから
ず、指導者の高齢化もあり、今年度で教室自体を閉じることとなった。
指導者は、世代間交流限定で開催することは出来るとしており、世代間交流の内容に
ついて考える必要がある。
　見守り隊については意見交換会を開催したところ、どこの隊も高齢化と新規加入者の
取り込みに苦労していた。毎年数十人単位で減少し、社会情勢（共働きの増加、定年
の延長）もあいまって新規隊員の確保がより厳しくなってきている。

学識経験者
意 見

　見守り隊の活動について、町か実施している事業であると誤って認識している方が多
いと感じる、実情は地域住民の善意のボランティアで成り立っており、その必要性・感謝
性をもっと発信するべきでは。広報等での周知等を検討してほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

見守り隊の活動について広報等による情報発信を利用し正しい情報の伝搬につとめ
る。

施策等への
反 映 方 針

子ども教室の参加者増加及び見守り隊の活動紹介、加入者の増加を目指し、広報等
の情報媒体を利用し周知に重点を置き実施していく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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5 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 人権教育推進市町村事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 人権教育の充実 係 名 生涯学習係

事業の目的

◎人権を大切にし、「命」を大事にするやさしさとぬくもりのあるまちづくり
◎共生を基本とし、あらゆる人権侵害・人権課題の解決につながる活動
◎21世紀は人権の世紀、人権文化の進化と拡張

事業の内容

①「人権尊重のまちづくり」にむけて…地域にある人権課題を熟考・解決するために、
人権教育地区別懇談会を進める。
②さまざまな人権課題についての学習について…人権教育研修講座や差別をなくす
町民集会、「人・愛・ふれあいのつどい」の企画運営を行う。また、県や全国の研究会や
研修会に積極的に参加する。
③人権教育推進に向けた「つながり」について…各種団体・組織との連携を密に図る。

事業の対象 一般住民

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 816 816 816

内一般財源 （千円） 816 816 816

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 816 816

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

いきがいセミナー （人） 5 5 5

地区別懇談会 （人） 290 279 300

人権教育指導者養成事業 （人） 345 382 380

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　人権尊重のまちづくりを目標に、テーマ別研修会や2回の展示会（人権ポスター展、
反戦平和展）を計画的に行えた。また、差別を考える町民集会（7月）や「人・愛・ふれあ
いのつどい」（12月）の認知度も高い。7月と12月が、人権月間や人権週間であることを
意識しながら、テーマや催しを企画・運営していきたい。人権地区別懇談会は、19自治
会279人の参加であった。今後も自治会長とよく相談をして地区別懇談会を有意義な取
組にしていきたい。

学識経験者
意 見

　人権教育の重要性は増加しているが、地域の関心度は低下していると感じる。
　地区懇談会において、身近な経験等をテーマに取り上げて実施するように伝えていく
など工夫が必要と考える。少人数でも良いので継続していくことが重要。
　自治会の総会等で話題になるような声かけも必要ではないか。
　研修会の実施や存在を知らない方がいる。周知・宣伝方法の見直し・強化をお願いし
たい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

人権教育については即効性のあるものではないため、継続的な取組が必要となると同
時に関心度をいかに下げずに実施していくか検討が必要である。

施策等への
反 映 方 針

継続的に事業を進めると共に、地区別懇談会の中心となる住民の育成を検討すると同
時に、研修会等の周知方法の見直し強化を図る。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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6 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 芸術文化振興事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 地域文化の創造 係 名 生涯学習係

事業の目的

地域の文化活動の種を掘り起こし、育て、芸術文化としての成長を促進していく。住民
が参加できる事業を中心に実施し、文化芸術に触れる機会を創出する。

事業の内容

令和6年度の自主事業テーマを「音楽で世界旅行」とし、バリガムラン、レゲエ音楽、スタ
ンダードジャズを開催。その他関係人口創出のため定例として、「川西の森」、「高校生
バンドフェスティバル」を開催。また宝くじの助成を受けて「宝くじ文化公演」でスクリーン
ミュージックコンサート」を開催。延べ1057名を動員。

事業の対象 一般住民

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 5,496 6,551 5,777

内一般財源 （千円） 4,354 4,051 4,627

内補助金・入場料 （千円） 1,142 2,500 1,150

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 5,496 6,551 5,777

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

入場者数 （人） 841 1,057 1,100

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

文化振興事業では、新たな試みとして、年間のテーマを決めてのコンサート企画を進めた。統一
感のある自主事業は、お互いの事業に関する関心を得られたのか、入場率が70％を越える事業
もあった。人口が減少する中で集客力に課題は残るが、今後も年間テーマを決めて町民の期待
に応えられる事業を企画したいと考える。

学識経験者
意 見

　新たな試みとして始めた「年間のテーマを決めてのコンサート企画」の取組は、企画・
テーマ設定とも非常に良い考え方である。今後も引き続き頑張ってもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

テーマ設定や企画について、精査し今後も気軽に文化に触れ、親しむ機会を創出す
る。

施策等への
反 映 方 針

評価いただいた、「年間テーマ」を軸に企画を進めていく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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7 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 川西文化祭 施 設 名

総合計画の政策目標名 地域文化の創造 係 名 生涯学習係

事業の目的

　文化・芸術・芸能活動をしている川西町に関わる団体等がその成果を発表できる場を
提供することにより、地域住民の文化等への関心と興味を深めるとともに、活動団体等
にあっては学習意欲の向上とスキルアップを促進する。

事業の内容

　文化協会各クラブだけでなく、地域住民の発表や展示作品も募集し、地域の文化創
造の向上を図る。

事業の対象 住民

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 1,236 1,397 2,861

内一般財源 （千円） 1,236 1,397 2,861

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 1,236 1,397 2,861

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

来場者数 （人） 1,000 1,000 1,100 

開催期間 （日） 2 2 2 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　参加人数こそ増減はないが、文化協会員増に伴った出演者数は増加傾向。文化活
動発表の場として、正しく機能していると考える。また、事業執行の仕組み化を進めると
ともに、効率化などの業務改善を達成できた。今後の事業発展における運営基盤を確
立。

学識経験者
意 見

　年々良くなってきている印象を受けている。町関係者などスタッフ各位は大変だと思う
が、引き続き頑張ってもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

今後も、文化協会・老人クラブ等各種団体との連携を密にし、参加者と来館者のニーズ
把握に努めると共に事業の効率化や業務改善にも努める。

施策等への
反 映 方 針

前年度の振り返りを適切に行い、事業全体の改善を進める。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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8 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 文化財保存事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 魅力ある歴史環境の未来への継承 係 名 生涯学習係

事業の目的

　文化財の保存・管理・公開を行う。

事業の内容

　町指定文化財の調査、指定文化財保存団体への補助及び支援
　白米寺・富貴寺管理団体への補助
　保存事業に対する補助
　未指定文化財に対する事業への補助

事業の対象 文化財所有者・管理者・町内外の住民

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 356 423 1,267

内一般財源 （千円） 356 418 1,252

町史売上金 （千円） 0 5 15

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 356 423 1,267

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

文化財管理補助 (千円） 130 130 130

文化遺産への補助 (千円） 170 111 404

文化財周辺整備 (千円） 0 0 387

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

今年度は都留伎神社の石階段について修繕の補助を行った。その他には今年度に関
しては例年の維持費等が主であった。

学識経験者
意 見

　文化財は、手入れをしないと維持していけないため、非常に重要な取組である。今
後、修繕が増えてくることが予想されるので、継続的に修繕を進めていってほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　川西町の国指定文化財は数量としては少ないが、町の面積からみると実は多い部類
に入る。未指定の物にも良いものはあるので、そういったものもアピールしたい。

施策等への
反 映 方 針

文化財保護の取り組みについて、継続的に進めるよう取り組む。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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9 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 島の山古墳史跡公園化事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 魅力ある歴史環境の未来への継承 係 名 生涯学習係

事業の目的

　川西町に所在する県内有数の古墳である島の山古墳を史跡公園化する。

事業の内容

　川西町に所在する県内有数の古墳である島の山古墳を史跡公園化する。その目的を
遂行するために、整備構想をまとめ、具体的な整備をどのように行っていくかを協議す
る。またそれらの構想を具現化するための資料集めとして平成２０年度まで発掘調査を
遂行してきた。

事業の対象 国史跡島の山古墳

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 4,779 11,199 73,197 

内一般財源 （千円） 1,673 4,699 30,480 

補助金 （千円） 3,106 6,500 42,717 

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 4,779 11,199 73,197 

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

事業実施個所 （箇所） 1 1 1

整備実施面積 （㎡） 0 60 340

調査委員会開催 （回） 1 2 2

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

令和6年度は整備のために設置する仮設橋に伴う発掘調査を行う予定であったが、そ
の必要が無くなり、代替として今後整備を行う箇所について発掘調査を行った。後世の
開発行為の跡が検出され思うような結果は完全には得られなかったが、今後の発掘調
査の在り方について参考になる調査を行うことができた。

学識経験者
意 見

　地道に少しずつ進んでいるように感じる。継続して取組を進めてほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

国・県に対し適切に情報共有を行い整備を行っていく。

施策等への
反 映 方 針

整備事業について長期的な計画を整理し効率的に事業を実施していく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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10 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 二十歳のつどい 施 設 名 文化会館

総合計画の政策目標名 まちづくり活動の促進 係 名 生涯学習係

事業の目的

２０歳の門出を祝い、式典を通じて新成人としての自覚と認識を促す。

事業の内容

　町在住の新成人及び町出身の希望者を対象に成人式を開催し、来賓及び恩師を交
えて20歳の門出を祝う。また、式典を通じて新成人としての自覚と認識を促すとともに、
相互の交流を通じて町における将来の地域コミュニティの推進を図る。
　式典後に記念写真を撮り、交流会などを行う。

事業の対象 新成人

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 212 166 197

内一般財源 （千円） 212 166 197

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 212 166 197

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

成人対象人数 （人） 83 88 79

参加人数 （人） 66 64

 参加率 （％） 80% 72%

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　本年度は、実行員の意向により式典後に第2部を行わず、交流会のみで終了。年度
により、実行委員会のモチベーションが異なるので、事務局で主体性を持たせるよう誘
導することが重要。式典自体はシンプルで無事に終えることができたが、実行委員の主
体性を促進することにおいて課題が残った。

学識経験者
意 見

　年代により実施内容が変動することがあると思う。なかなか上手くいかないときもあると
思うが、継続して取組を進めてほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　青少年の健やかな成長を祝い、二十歳の門出を励ます式であり、式に参加すること
で、生まれ育った地域のつながりや特色を再認識してもらう重要な場として、今後も継
続する必要がある。

施策等への
反 映 方 針

　現状のまま維持し、新二十歳の積極的な参加を促していく。

総合評価
（判定） Ｃ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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11 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 子育て支援事業（家庭教育学級） 施 設 名

総合計画の政策目標名 多様な学習機会・情報の提供 係 名 生涯学習係

事業の目的

　親が持つ“子育て力”を引き出し、親が自信を持って子育てができるように、また親が
親として育つことができるように支援する。

事業の内容

　園児・児童・生徒がいる保護者に対して、家庭における教育に関する講演等を行い、
子どもの健全育成を図る。

事業の対象 園児・児童・生徒の保護者

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 0 59 90

内一般財源 （千円） 0 59 90

補助金 （千円） 0

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 0 59 0

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

参加者 （人） 62 60 60

交流イベント延べ350 交流イベント延べ286 交流イベント延べ300

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　今年のスマイルフェスタは「音育」をテーマにKID'SDJステージパフォーマンス、木の
楽器ワークショップ企画を開催。WAKUWAKU+1の「絵の本ひろば」や「プラレール広
場」も例年通り開催し、大盛況となった。今回からリストバンド配布を行い、入場者数を計
測できるよう工夫した。当日が節分ということもあり、鬼のパネルを準備してボールを使っ
て豆まき気分と季節感を味わっていただいた。会場マルシェでは、町内からの出店もあ
り、地元の魅力あふれる商品で賑わった。「教育的」（音育・絵本）、「季節的」（節分）、
「地域的」（町内マルシェ） の三要素を兼ね備えたイベントとして、大きな成果を収めるこ
とができた。今後も地域に根ざした活動を続けていく。

学識経験者
意 見

　子ども達が喜ぶ事業はどんどん進めていってほしい。良い取組状況であると思うの
で、継続して取組を進めてほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　スマイルフェスタは親子で気軽に参加することができ親子の時間や子育て世代の交
流ができることで子育て支援ができている。

施策等への
反 映 方 針

　今後も親子の時間や子育て世代が交流できる場を提供していく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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12 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 成人講座事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 係 名 生涯学習係

事業の目的

　社会情勢の変動や複雑化に対応した一般教養、近年問題とされている社会問題等を
学ぶことにより、住民相互で助けあっていける地域づくりをめざす。

事業の内容

　「生涯学習振興指針」及び「教育要覧」において重点施策の一つに据えられている
　「男女共同参画の視点に立った学習機会の提供」を踏まえ、男女共同参画講座を実
施する。

事業の対象 一般町民

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 52 52 52

内一般財源 （千円） 52 52 52

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 52 52 52

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

年間参加者 （人） 26 15 50

のべ参加者 （人） 34 15 50

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　第1回目は「性について」、第2回目は「思い込みによるバイアスについて」を題材に挙
げて開講したが、告知が足りなかったこともあり、参加者数に低迷が見られた。内容につ
いて吟味して継続していきたい。

学識経験者
意 見

　講座や告知のタイトルを工夫することで、参加者が増える可能性もある。見直しのう
え、取組を進めてほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

告知が十分にいきわたらなかった面は否めないので、告知部分について多方面にわ
たって行っていく。

施策等への
反 映 方 針

　講座の題材検討に加え、広報活動に有効となるよう「表題」についても町民が興味が
持てそうな表現を取り入れていく。

総合評価
（判定） Ｃ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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令和６年度事務事業評価対象事業

社会教育課（体育館）

番 号 事 業 名

教社体　6-1　号 スポーツ協会運営事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社体　6-2　号 スポーツ少年団事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する
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1 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社体 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 スポーツ協会運営事業 施 設 名 中央体育館　他

総合計画の政策目標名 生涯スポーツの推進 係 名 社会体育係

事業の目的

　歩こう会・球技大会等を通じて、町民の健康増進やふれあいを大切にしながら、運動
に対する認識を高める。

事業の内容

　町民に対する生涯スポーツの振興を図るため、スポーツ協会の運営がスムーズに進
行するよう、費用の一部を補助する。

事業の対象 町民

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 1,000 1,000 1,000 

内一般財源 （千円） 1,000 1,000 1,000 

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 1,000 1,000 1,000 

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

クラブ数 （クラブ） 8 8 8

人数 （人） 195 200 205

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　誰でも簡単にできる軽スポーツとして、フーバ大会を年２回実施。参加者の減少が見
られ、今後の課題として、小学生から高齢者まで多くの町民が参加できる種目を考え
る。９月には、町民運動会をNPO法人川西スポーツクラブとの共催で実施。歩こう会（ぶ
ら～り散策）についても、伊賀上野方面で実施し３５名の参加者。冬の時期には、ス
キー・スノボ教室を実施３８名。

学識経験者
意 見

　町民の健康増進に向けて、引き続き取組を進めてほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

引き続き町民の健康増進につながる事業を実施していく。

施策等への
反 映 方 針

今後も、多くの町民が参加できる企画の検討を行い実施していく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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2 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社体 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 スポーツ少年団事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 生涯スポーツの推進 係 名 社会体育係

事業の目的

　スポーツを通じて子どもたちの心身の鍛錬に励み、青少年健全育成を図る。

事業の内容

　川西町スポーツ少年団・川西ＦＣ〔サッカー〕川西フェニックス〔野球〕No．１キッズ〔総
合スポーツ〕の３つの団体に補助金を交付し、青少年健全育成を図る。

事業の対象 スポーツ少年団

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 150 150 150

内一般財源 （千円） 150 150 150

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 150 150 150

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

川西フェニックス （人） 13 13 23

川西ＦＣ （人） 49 49 44

No.1キッズ （人） 30 30 21

計 92 92 88

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

活動内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
川西FC（少年サッカー）：毎週土・日曜日　午前９時から正午　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
川西フェニックス（少年野球）：毎週土・日曜日　午前・午後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
No.1キッズ：毎週土曜日　午前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
体力測定会＆交流会を年１回実施：令和７年３月１５日実施　参加者５８名　　　　　　　　　　　
児童数の減少する中であるが、団員募集の啓発活動も行われています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学識経験者
意 見

　青少年の健全育成に向けて、引き続き取組を進めてほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

部員募集の啓発活動や体験教室など、引き続き児童の健康増進につながる事業を実
施していく。

施策等への
反 映 方 針

今後も、スポーツ少年団が積極的に事業が行えるように支援を行う。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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令和６年度事務事業評価対象事業

社会教育課（図書館）

番 号 事 業 名

教社図　6-1　号 図書館業務

判定及び事業の方向性 A　さらに重点化する

教社図　6-2　号 おはなし会

判定及び事業の方向性 B　さらに重点化する

教社図　6-3　号 おはなしボランティア養成講座

判定及び事業の方向性 A　さらに重点化する
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1 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社図 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 図書館業務 施 設 名 図書館

総合計画の政策目標名 生涯学習拠点の充実 係 名

事業の目的

　住民が必要とする情報を提供し、利用者を一人でも多く増やすため、住民の知る権利
を保障し、生涯学習拠点としての充実を図る。

事業の内容

　住民が親しみやすく、利用したくなるような生涯学習拠点とするため、暮らしに役立
ち、こころを豊かにする資料や調べ物に役立つ資料、更には郷土資料を収集し、常に
新しい発見があるような場にする。

事業の対象 川西町民及び在勤・在学者

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　　 （千円） 10,475 15,684 15,399 

内一般財源 （千円）

内　図書費 （千円） 3,595 3,595 3,710 

開館日数 （日） 262 266 267 

総コスト （千円） 10,475 15,684 15,399 

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

利用者数 （人） 8,656 9,323 10,000 

新規登録者 （人） 85 103 85 

貸出総数 （冊） 38,010 39,809 41,500 

登録者数 （人） 8,483 8,586 8,650 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　多くの町民に利用されるよう、各種お知らせ、『広報川西』で新着図書の紹介および図書館行
事のPRや活動報告などを行っている。2024年度からは町のfacebookも活用して、さらなる周知に
努めている。
　7月には交付金を活用して「セルフ貸出機能」を導入し、利便性を向上させた。また月替わりの
展示のほか、古代のボードゲーム「かりうち」のワークショップ（奈良文化財研究所協力）、お米体
験教室、工作教室、除籍資料配布会等を実施。さらに児童の利用促進のため、図書館バッグ配
布、ブックガイド配布、夏休み読書企画‘夏だ、とびだせ！世界の国へ！！’ 、夏休み「作品づく
り」応援バッグの貸出等を実施。毎年大好評のパンづくりは、小学生対象の『絵本「おおきなか
ぶ」のパンづくりとおはなし会』に加え、大人を対象に『アルプスの少女ハイジの白パン・黒パンづ
くり』も新規に開催した。小学校へは学級文庫貸出(540冊)のほか、訪問おはなし会（ともに全学
年対象）を実施。幼稚園に対しては、園児が来館しての団体貸出に加え、毎月の訪問おはなし
会を実施。川西こども園と成和保育園からも、園児が来館しての団体貸出およびおはなし会（一
部訪問含む）を年数回実施した。また3園との連携事業として、『みんなの‘推し本’こいのぼり』を
パネル展示。園児のおすすめ本をうろこに書いてもらい、展示コーナーで紹介した。保健セン
ターとの連携事業「ブックスタート」も、4･5ヵ月児、1歳6ヵ月児、3歳6ヵ月児とその保護者を対象
に、継続して実施。ほか、親子を対象にわらべうたの特別講座や、紙芝居とマジックショーのお楽
しみ会なども開催した。今後も関連施設や団体との連携をさらに強化して、児童並びに親子の来
館を中心とした利用が増えるよう、重点的に力を入れていく。
　全体の傾向としては、インターネットの普及やライフスタイルの変化による読書離れ等の理由に
より、貸出総数は横ばいとなっている。
参考）2024年の文化庁の調査によると、1ヵ月に1冊も本を読まない人が62.6％。前回2019年の調
査より15%余り増。

学識経験者
意 見

　非常によく頑張ってくれている印象である。読書離れが増加している点が気になる。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

子どもとその保護者だけではなく、幅広い年齢層を対象に、様々な取組を考案し実施し
てきた。全体の利用数は横ばいではあるが、毎月の利用数が前年同月を下回ることは
一度もなく、地道な取組が根付いてきているのを感じる。今後も様々な世代の住民に、
楽しみながら図書館を利用してもらえるよう、新しい企画の考案や、既存のイベント事業
の見直しを図る。

施策等への
反 映 方 針

近年は、広報誌などの紙媒体よりも、Facebookやインスタグラムなど、ソーシャルネット
ワークサービスを活用した広報活動が、より効果的になってきている。イベントの内容に
よりPR方法を使い分け、対象者に広く周知してもらえるよう工夫していく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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2 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社図 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 おはなし会 施 設 名 図書館

総合計画の政策目標名 生涯学習の充実と推進 係 名

事業の目的

　2･3才・・・・・絵本を楽しむ基礎づくりと生涯における読書習慣の素地づくりをする。
　4才以上・・・“おはなし”は、耳からの読書といわれ、読書習慣の素地を培う最も
                   有効な手段であり、子どもを楽しみから本の世界へ誘うものである。
　親子・・・・普段は子どもだけのおはなし会に親子で参加し、一緒におはなしの世界を楽しむ。

事業の内容

　“2・3才のえほんのへや”や“おはなし会”は、子どもの理解度に合わせた内容で行っ
ている。
　●2･3才・・・・・・・・・・人と人とのコミュニケーションの基礎をつくるこの時期に、
　　　　　　　　　　　 　 わらべうたや絵本を親子で楽しみ、ふれあう機会を設ける。
　●4才～1年生・・・・・世界中の昔話や創作のおはなしを語り、絵本の読み聞かせを
　　　　　　　　　　 　　行う。
　●2年生以上・・・・・・世界中の昔話や創作のおはなしを語り、その本を紹介し
　　　　　　　　　　　　 読書につなげる。
　●親子・・・・・・・・・・・4歳以上の子どもとその保護者を対象に、親子で一緒に
　　　　　　　　　　　　 おはなしを楽しむ機会を設ける。年1回実施。

事業の対象 2･3才児とその保護者、4才から中学生まで、親子（4歳以上の子どもとその保護者）

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 49 43 58

内一般財源 （千円）

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 49 43 58

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

参加人数 (延べ数) 157 172 180 

開催回数 (回) 34 29 34 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　文学を愉しむ素地を作るには、耳から“おはなし”を聞いて楽しむことが欠かせない。
そのため、子どもと本を結びつける“読み聞かせ”や“おはなし会”を催し、本に親しむ子
どもを増やすよう努めている。
　川西こども園（4・5歳児）、成和保育園（2～5歳児）が来館してのおはなし会、川西こど
も園（2･3歳児）には訪問おはなし会を実施した。また幼稚園へは、学年別に毎月の訪
問おはなし会も実施した。小学校への訪問おはなし会（全学年全クラス対象）には、お
はなしボランティア計5名が帯同。練習の成果を発揮し子どもたちをひきつけていた。学
童テラスへの訪問おはなし会(3～6年生)にもボランティア1名が帯同。お話に出てくる
「ひょうたん」を持参し､子どもたちが大変喜んでいた。図書館でのえほんのへや・おはな
し会については､参加人数が不安定ではあるが､参加後には紹介した本を借りていく子
どもが増えた｡

学識経験者
意 見

　書籍を代読してくれるサービスが普及してきているが、実際に自分で読むこと・読む習
慣が重要。まずは読み聞かせが基礎であり、その後のツール活用（PC・スマホ等）は本
人次第である。
　大事な取組であるため、引き続き進めてほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

R6年度は各園との「おはなし会」や団体貸出などの連携により、定期的に来館し、利用
する園児とその保護者が定着しつつある。　読み聞かせは、文字の読めない年齢の子
どもが耳から聞く文学であり、最初に触れる文学でもある。まずは、AIなどのツールによ
る受け身で一方的な読み聞かせではなく、コミュニケーションをとり楽しみながら、自発
的に本にふれるよう誘導していくことが重要と考える。

施策等への
反 映 方 針

子どもたちが、もっと気軽に「おはなし」や絵本にふれてもらえる機会を、様々な取組を
通して提供していく。また、子どもたちに読んでもらいたい本を手に取りやすくするため、
目につくよう配架したり、ポップを立てて本の内容を紹介したりなど、展示方法を工夫し
ていく。　　　　　

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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3 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社図 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 おはなしボランティア養成講座 施 設 名 図書館

総合計画の政策目標名 生涯学習の人材育成と活用 係 名

事業の目的

 子どもを楽しみから読書へ誘うためには、子どもたちがおはなしにふれる機会を増やす
ことが必要である。そのために、世界中の昔話や創作のおはなしを語る、語り手を養成
する。また、小さい子どもに、絵本の読み聞かせを行うためのボランティアも合わせて養
成する。

事業の内容

 語り手の資質を向上させるため、お互いに語り合う実習を通して、民族の文化遺産とも
いうべき、各国の多彩な昔話や創作の話を知り、豊かな文学性にふれる。それによっ
て、おはなしの語りの技術の習得をめざす。また、読み継がれている絵本を知り、選び
方、読み方、持ち方などを身につける。

事業の対象 原則として川西町民

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　①　　 （千円） 32 64 64

内一般財源 （千円）

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 32 64 64

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

参加人数 (延べ数) 93 137 139

開催回数 (回) 8 14 14

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

  受講者のうち１名が、新たにボランティアグループ『川西おはなし会』に入会し、11名と
なった。R6年度は、図書館でのおはなし会および園、小学校への訪問おはなし会など
で、のべ36名が活動した。　R6年度は「語り手養成講座」全7回、「大人のための絵本の
読み聞かせ講座」全3回に加え、「大人のための絵本の読み聞かせ講座」を3回以上受
講している受講生を対象に、「絵本の読み聞かせステップアップ研修会」を新設。全4回
実施し、子どもに読み聞かせを行うボランティアの養成に重点的に力を入れた。
　語り手たちは講座に参加する他、県内の‘おはなしネットワーク’の集会や他市の勉強
会にも参加し、おはなしに対する理解と知識を深めている。また小学校への訪問おはな
し会などの前には、有志が集まっておはなしの自主練習会を行い、子どもたちにより完
成度の高いおはなしを語れるよう努めている。

学識経験者
意 見

　ボランティア数が増えたことは良いことである。活動内容も良い。
　さらに重点化して、引き続き取組を進めてほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

ストーリーテリングや絵本の読み聞かせの各講座を受講してレベルアップに努めてい
る。さらに研修会や練習会などでは、より実践的な活動を目指して練習に取り組んでい
る。

施策等への
反 映 方 針

おはなしのプログラムや対象年齢の幅を各自に合った可能な範囲で少しずつ広げ、活
躍の機会を多く持てるよう練習を重ねていく。またボランティア一人につき年1～2回は、
子どもたちへの「おはなし会」で実働してもらえるように計画していく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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令和６年度事務事業評価対象事業

社会教育課（子どもセンター）

番 号 事 業 名

教社子　6-1　号 地域ふれあい事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する
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1 号

別紙 令和６年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社子 6 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 地域ふれあい事業 施 設 名 子どもセンター

総合計画の政策目標名 青少年健全育成 係 名

事業の目的

　小学生児童が異年齢との交流や地域間及び世代間との交流、さらに様々な体験活動
を通しての集団活動を進める中で、豊かな人間関係をつくり、情操・自尊感情を育て、
主体性の育成を目的とする。

事業の内容

　・　異年齢交流（紙粘土教室、おもしろ科学教室、料理教室）
　・　集団体験活動（高学年は野外活動、低学年は自然体験活動）
　・　世代間交流（餅つき大会）

事業の対象 川西町内及び二階堂小学校区の小学生

区分 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算

事業費　　① （千円） 496 456 546 

内一般財源 （千円） 300 324 365 

参加負担金等 （千円） 196 132 181 

人件費　　② 47 42 42 

総コスト①+② （千円） 543 498 588 

名称 単位 令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度（予定）

募集人数 （人） 510 500 500 

応募人数 （人） 280 350 350 

参加人数 （人） 345 345 350 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　行事に対するマンネリ化傾向が出ている様に感じられるが、優れた取組がいくつもか
あり、成果が上がっており継続して実施したい。

学識経験者
意 見

　餅つき大会などこれまで恒例的に行ってきた企画でも、食品衛生管理の厳格化により
活動が難しくなってきている部分もある。安全に留意のうえ、引き続き取組を進めてほし
い。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　各種活動について、安全面に考慮しながら引き続き、事業実施に努める。

施策等への
反 映 方 針

　各センター普段の取り組み内容を再確認・再検討し実施できる行事について検討し
ていく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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